
８
月
26
日
に
行
っ
た
１
回

目
の
交
渉
で
は
「
会
社
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
、
物
価
高
騰
な

ど
先
行
き
が
不
透
明
。
今
夏

は
、
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報

が
発
表
さ
れ
た
中
に
お
い
て

も
、
『
安
全
・
安
定
輸
送
』

を
完
遂
し
、
ま
た
災
害
級
の

酷
暑
下
に
お
い
て
も
、
日
々

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る

『
キ
ー
ワ
ー
カ
ー
』
と
し
て

業
務
に
取
り
組
ん
だ
。
『
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０
』
達

成
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

も
『
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２

０
２
３
』
を
策
定
し
、
組
合

員
に
と
っ
て
明
る
い
将
来
展

望
を
描
け
る
よ
う
取
り
組
ん

で
き
た
。
将
来
に
わ
た
り
Ｊ

Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
が
社
会
的

使
命
を
果
た
し
続
け
て
い
く

た
め
に
も
、
『
組
合
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
高

揚
』
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

今
回
要
求
し
た
各
項
目
に
つ

い
て
、
真
摯
な
対
応
を
要
請

す
る
」
と
し
た
上
で
、
各
項

目
に
お
け
る
要
求
趣
旨
を
訴

え
た
。

会
社
側
は
「
コ
ロ
ナ
禍
以

降
経
営
状
況
は
改
善
し
つ
つ

あ
る
が
、
楽
観
視
で
き
る
状

況
に
は
な
い
。
一
方
で
、
こ

こ
数
年
来
の
課
題
で
も
あ
る

『
人
財
の
定
着
』
に
向
け
て

従
業
員
が
働
き
が
い
を
持

ち
、
生
き
生
き
と
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
は

重
要
。
発
言
に
も
あ
っ
た

人
事
賃
金
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
は
明
示
で
き
な
い
も

の
の
、
高
卒
１
期
生
の
年

齢
等
も
意
識
し
つ
つ
鋭
意

検
討
す
る
」
と
回
答
が
あ
っ

た
。申

第
２
・
３
号
で
申
し

入
れ
た
準
組
合
員
（
エ
キ

ス
パ
ー
ト
社
員
及
び
契
約
社

員
）
の
賃
金
引
き
上
げ
に
関

し
、
会
社
よ
り
「
エ
キ
ス
パ
ー

ト
社
員
の
基
本
賃
金
に
つ
い

て
は
今
春
３
、
０
０
０
円
の

引
き
上
げ
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
の
改
定
は
行
わ
な
い
。

な
お
、
基
本
賃
金
の
取
り
扱

い
が
１
５
７
、
２
０
０
円
を

下
回
る
場
合
は
同
額
と
す
る
」

「
契
約
社
員
の
基
本
賃
金
に

つ
い
て
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社

員
（
月
給
適
用
者
）
の
基
本

賃
金
の
改
定
及
び
サ
ポ
ー
タ
ー

社
員
の
基
本
賃
金
の
改
定
を

行
う
」
と
の
回
答
が
示
さ
れ

た
。組

合
は
「
今
回
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
組
合
員
の
賃
金
に
つ

い
て
は
、
最
低
賃
金
の
影
響

を
受
け
た
も
の
と
考
え
る
が
、

一
時
金
の
係
数
撤
廃
を
含
め

て
、
賃
金
水
準
を
早
急
に
改

善
す
べ
き
」
と
し
た
う
え
で
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
貢

献
度
を
踏
ま
え
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
・
高
揚
の
た

め
に
さ
ら
な
る
賃
金
改
善
に

つ
い
て
前
向
き
な
検
討
を
要

請
し
た
。

ま
た
、
７
月
16
日
に
開
催

さ
れ
た
団
体
交
渉
に
お
い
て
、

会
社
側
か
ら
説
明
を
受
け
た

「
勤
務
制
度
等
の
一
部
改
正
」

に
つ
い
て
、
本
部
は
関
係
組

合
員
よ
り
意
見
を
集
約
し
、

申
第
６
号
に
て
会
社
に
対
し

て
申
し
入
れ
並
び
に
主
旨
説

明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
「
一

日
平
均
労
働
時
間
の
見
直
し

に
関
す
る
項
目
」
「
労
働
時

間
Ａ
及
び
労
働
時
間
Ｂ
の
見

直
し
に
関
す
る
項
目
」
「
準

備
時
間
及
び
折
返
し
時
間
の

見
直
し
に
関
す
る
項
目
」

「
乗
務
員
訓
練
及
び
業
務
研

究
会
に
関
す
る
項
目
」
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
回
答
が
あ
り
、

準
備
時
間
、
超
勤
時
間
並
び

に
訓
練
の
取
り
扱
い
等
の
具

体
的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。

交
渉
終
了
後
、
持
ち
帰
り

業
務
対
策
委
員
会
を
開
催
し

「
準
組
合
員
の
賃
金
引
き
上

げ
」
に
つ
い
て
改
善
が
図
ら

れ
た
こ
と
か
ら
妥
結
し
た
。

ま
た
、
「
総
合
労
働
協
約
改

訂
等
」
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
交
渉
を
強
化
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

（
詳
細
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
６
を
参
照
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
「
総
合
労
働
協
約
改
訂

等
」
交
渉
は
、
８
月
26
日
に

第
１
回
目
の
交
渉
を
開
始
。

申
第
４
号
及
び
申
第
５
号
で

会
社
に
申
し
入
れ
た
要
求
内

容
の
実
現
に
向
け
て
主
旨
説

明
を
行
い
、
前
向
き
な
回
答

を
強
く
要
請
し
議
論
し
た
。

交
渉
で
組
合
は
「
昨
年
度

は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却
を
果

た
し
た
１
年
で
あ
っ
た
が
、

需
要
の
変
化
、
物
価
高
騰
に

加
え
、
改
善
基
準
告
示
へ
の

対
応
も
相
ま
っ
て
要
員
不
足

が
深
刻
化
し
、
計
画
運
休
を

継
続
す
る
等
、
最
大
の
経
営

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
一
方

で
、
今
春
闘
で
の
会
社
発
足

以
来
初
と
な
る
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
や
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準

に
近
づ
く
夏
季
賞
与
等
の
明

る
い
ニ
ュ
ー
ス
は
職
場
を
活

気
づ
け
て
お
り
、
災
害
級
の

酷
暑
下
に
お
い
て
も
、
組
合

員
の
日
々
の
奮
闘
、
安
全
・

安
心
輸
送
に
繋
が
っ
て
い
る
。

責
任
組
合
と
し
て
、
安
全
最

優
先
の
取
組
に
向
け
て
意
思

統
一
を
図
り
、
各
種
施
策
に

協
力
し
て
経
営
改
善
に
努
め

る
た
め
に
も
、
必
要
不
可
欠

と
な
る
『
人
へ
の
投
資
』
を

強
く
求
め
る
。
『
生
き
生
き

と
働
く
』
の
は
組
合
員
で
あ

り
、
そ
の
声
に
応
え
る
こ
と

が
、
最
も
近
道
。
『
人
へ
の

投
資
』
を
『
安
全
投
資
』

『
成
長
投
資
』
と
捉
え
、
現

下
の
要
員
不
足
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

組
合
は
持
ち
帰
り
業
務
対

策
委
員
会
を
開
催
。
「
諸
制

度
の
改
善
」
及
び
「
準
組
合

員
の
賃
金
引
き
上
げ
」
に
つ

い
て
、
粘
り
強
く
交
渉
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
（
詳
し
く
は
、
自
動
車

支
部
ニ
ュ
ー
ス
№
20
を
参
照
）

全全
てて
のの
組組
合合
員員
のの
明明
るる
いい
未未
来来
をを
実実
現現
ささ
せせ
るる
べべ
くく

「「
ユユ
ニニ
オオ
ンン
ビビ
ジジ
ョョ
ンン
２２
００
２２
３３
」」
のの
深深
度度
化化
にに
向向
けけ

要要
求求
趣趣
旨旨
をを
主主
張張
！！

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

８
月
３
日
（
土
）
13
時
よ

り
、
本
部
１
階
会
議
室
に
て

第
２
回
本
部
執
行
委
員
会
を

開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
経
協
）

・
秋
の
ダ
イ
ヤ
改
正

・
「
車
両
検
修
等
の
今
後
の

在
り
方
」
に
つ
い
て

・
土
讃
線
「
大
田
口
駅
駅
舎
の

屋
根
の
崩
落
」
に
つ
い
て

（
団
交
）

・
勤
務
制
度
等
の
一
部
改
正

（
業
務
）

・
第
１
回
業
務
対
策
委
員
会

・
自
動
車
業
務
委
員
会

（
青
女
）

・
第
32
回
定
期
委
員
会

（
政
策
）

・
四
国
交
運
労
協
に
よ
る

四
国
運
輸
局
要
請
行
動

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
安
全
対
策
委
員
会

【
議
事
】

①
衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け

る
推
薦
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

②
２
０
２
４
年
度
「
総
合
労

働
協
約
改
訂
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

③
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

に
つ
い
て

④
第
34
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催
に
つ
い
て

⑤
交
運
共
済
・
総
合
共
済
の

制
度
改
正
に
か
か
る
対
応

に
つ
い
て

⑥
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑦
そ
の
他

第
２
回

本
部
執
行
委
員
会
開
催

労働協約改訂等の取組について議論

「「
人人
へへ
のの
投投
資資
」」
をを

強強
くく
要要
請請

第
１
回
交
渉
で
妥
結

◆
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員

事
務
職
等
、
駅
勤
務
者(

事
務)

、
販
売
セ
ン
タ
ー
、

ワ
ー
プ
支
店
等(

四
国
・
大
阪)

、
列
車
乗
務
員
、

動
力
車
乗
務
員
、
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
、
客
室
乗
務
員

６
，
０
５
０

円

の
基
本
賃
金
上
積
み
！

◆
サ
ポ
ー
タ
ー
社
員

事
務
職
等
、
ア
テ
ン
ダ
ン
ト

４
０

円

の
基
本
賃
金
上
積
み
！

総合労働協約改訂等
団体交渉スタート！

【【
１１
回回
目目
交交
渉渉
】】

要要
求求
趣趣
旨旨
をを
説説
明明

本
部
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
「
総
合
労
働
協
約
改
訂
等
」
交
渉
に
つ
い
て
、

８
月
26
日
に
１
回
目
の
団
体
交
渉
を
行
い
、
８
月
８
日
に
申
し
入
れ
た
申

第
１
号
か
ら
申
第
３
号
に
つ
い
て
要
求
内
容
の
主
旨
説
明
を
行
っ
た
。

ま
た
、
同
日
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
と
の
「
総
合
労
働
協
約
改
訂

等
」
交
渉
に
つ
い
て
も
１
回
目
の
団
体
交
渉
を
行
い
、
８
月
８
日
に
申
し

入
れ
た
申
第
４
号
並
び
に
申
第
５
号
に
つ
い
て
会
社
に
主
旨
説
明
を
行
い
、

会
社
側
の
現
時
点
の
考
え
方
を
ふ
ま
え
、
議
論
を
行
っ
た
。

な
お
、
今
般
要
求
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
支
部
か
ら
集
約
し
た
改

訂
す
べ
き
要
求
項
目
、
な
ら
び
に
７
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
第
43
回
本
部

定
期
大
会
に
お
け
る
発
言
内
容
等
を
踏
ま
え
、
業
務
対
策
委
員
会
に
お
い

て
検
討
さ
れ
た
１
０
０
項
目
（
Ｊ
Ｒ
四
国
）
並
び
に
40
項
目
（
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）
を
申
し
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国

基基
本本
賃賃
金金
改改
善善

のの
回回
答答

「「
勤勤
務務
制制
度度
等等
のの
一一
部部
改改
正正
」」
にに

対対
すす
るる
解解
明明
要要
求求
にに
つつ
いい
てて

ＪＪＲＲ四四国国ににおおけけるる主主なな要要求求項項目目
◆55歳以上の基本給支給率の改善

及び適用時期の見直し

◆65歳定年及び70歳までの就労機会確保等

環境変化に対応した制度構築の検討

→人事賃金制度の見直し

◆全系統での労働時間短縮

◆柔軟な働き方の拡充

◆責務に応じた手当の増設、

技能・職務手当の新設・増額並びに支払い基準の拡大

◆助勤・単身赴任者等に対する処遇改善、

異動に係る経費（違約金等）の負担

◆エリア採用、ＦＡ制度の導入

◆育児や介護、治療支援等、多様な働き方新設

休職の取りやすい環境整備、グループ内副業制度導入

◆準組合員(エキスパート社員)への

期末一時金の係数撤廃

◆準組合員（契約社員）に関わる諸制度の改善

ジジェェイイアアーールル四四国国ババススににおおけけるる
主主なな要要求求項項目目

◆採用競争力の強化

→年間休日数増・基本給やお祝い金制度拡充

◆保存休暇の適用拡大

◆夜行乗務の改善

◆基本給水準の改善（初任給・中堅層・55歳以降）

→キャリアビジョンの明確化

◆物価高騰による諸手当の改善

→通勤手当・家族手当・別居手当・住宅手当等

◆要員不足に伴う臨時勤務等について、

超勤手当の拡充

◆出向特別手当の拡充

◆保護メガネの購入

◆酷暑下における熱中症対応について

→運転中の水分補給等ルールの整備、
制服等について

◆準組合員に関わる諸制度の改善

粘粘
りり
強強
くく

交交
渉渉
をを
継継
続続

大谷　 清
和田 庄平四国労組運動をチェック！
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《
本
社
支
部
》

副
執
行
委
員
長
池
田

佳
憲

書
記
長

西
浦

慧

書
記
次
長

田
尾

圭
吾

《
自
動
車
支
部
》

書
記
長

仲
田

幸
平

《
香
川
支
部
定
期
大
会
》

※
台
風
10
号
接
近
に
伴
い
、

10
月
２
日
に
開
催
日
変
更
。

８
月
19
日
（
月
）
13
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
お
い
て
「
教
育
・
広
報
委

員
会
」
を
開
催
し
た
。

会
議
冒
頭
、
中
村
教
育
・

広
報
委
員
長
か
ら
「
組
織
強

化
の
観
点
か
ら
教
育
広
報
活

動
は
極
め
て
重
要
。
限
ら
れ

た
予
算
の
中
で
、
様
々
ア
イ

デ
ア
を
出
し
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
さ
ら
な
る
取
り
組
み

に
向
け
、
活
発
な
意
見
の
交

換
を
期
待
す
る
」
と
挨
拶
を

受
け
、
議
事
に
入
っ
た
。
議

事
で
は
、
経
過
報
告
の
後
、

今
年
度
の
取
り
組
み
を
提
起
。

教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン
の
さ

ら
な
る
浸
透
」
「
各
級
機
関

組
合
員
へ
の
実
践
教
育
の
推

進
」
「
職
場
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
運
動
の
実
践
と
継

承
」
を
重
点
テ
ー
マ
と
し
て

教
育
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
既

存
の
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
に

加
え
て
、
各
支
部
や
分
会
で

の
学
習
会
の
開
催
等
、
柔
軟

な
開
催
方
式
が
検
討
で
き
る

よ
う
、
支
部
・
分
会
に
お
け

る
教
育
活
動
の
活
性
化
に
向

け
て
本
部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

い
か
に
し
て
組
合
員
に
活
動

内
容
の
周
知
を
図
る
か
、
昨

今
の
組
合
員
の
情
報
入
手
ツ
ー

ル
の
多
様
化
等
も
ふ
ま
え
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
新
聞
や
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
ニ
ュ
ー
ス
及
び
自

動
車
支
部
ニ
ュ
ー
ス
の
親
し

み
や
す
い
紙
面
構
成
を
心
掛

け
る
と
と
も
に
、
多
様
な
組

合
員
へ
の
情
報
展
開
に
資
す

る
よ
う
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
の
更
な
る
活
用
も

行
い
、
組
合
員
へ
の
発
信
力

を
強
め
る
こ
と
と
し
た
。

続
い
て
「
サ
ー
ク
ル
協
議

会
運
営
委
員
会
」
を
開
催
。

議
事
で
は
、
経
過
報
告
に
て
、

昨
年
度
本
部
主
催
と
し
て
実

施
し
た
レ
ク
及
び
各
支
部
・

分
会
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

報
告
。
そ
の
後
、
大
会
方
針

で
掲
げ
た
レ
ク
・
サ
ー
ク
ル

活
動
の
目
的
を
改
め
て
認
識

し
、
今
年
度
取
り
組
む
本
部

主
催
行
事
に
つ
い
て
承
認
。

ゴ
ル
フ
大
会
、
ド
ッ
ジ
ビ
ー

大
会
に
加
え
懇
親
会
を
含
め

た
新
た
な
親
睦
レ
ク
を
行
う

方
針
を
決
定
し
た
。

９
月
５
日
（
木
）
15
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
お
い
て
「
部
会
三
役
会
議
」

を
開
催
し
た
。

議
事
で
は
、
昨
年
度
の
答

申
策
定
等
の
活
動
経
過
を
確

認
し
た
後
、
今
年
度
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
議
論
。
営
業
・

運
転
・
工
務
・
事
業
開
発
の

各
部
会
が
自
主
的
に
活
動
し
、

安
全
最
優
先
の
職
場
風
土
を

構
築
す
る
こ
と
を
改
め
て
確

認
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
各
職
種
の
専

門
的
知
見
を
も
っ
て
、
各
課

題
を
答
申
書
に
取
り
ま
と
め
、

経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て
会

社
施
策
に
反
映
・
検
証
す
る

こ
と
を
確
認
。
出
席
し
た
役

員
は
、
各
系
統
の
知
見
に
基

づ
き
、
働
き
方
の
改
善
や
酷

暑
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
系

統
毎
の
実
情
に
合
わ
せ
た
労

働
環
境
改
善
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
。

各
支
部
で
定
期
大
会
始
ま
る
！

ボボ
ウウ
リリ
ンン
ググ
大大
会会をを

開開
催催
！！

高
知
支
部
で
は
６
月
９
日
、

10
日
、
12
日
の
３
日
間
に
、

組
合
員
相
互
の
交
流
及
び
支

部
活
性
化
に
む
け
、
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

支
部
主
催
と
し
て
は
久
し

ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、
一

投
一
投
に
一
喜
一
憂
し
、
歓

声
と
笑
顔
の
絶
え
な
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
業
務
の
た

め
若
干
小
さ
い
規
模
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加

さ
れ
た
組
合
員
同
士
の
交
流

と
団
結
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
も
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
、
組
合
員
の
団
結

を
深
め
よ
り
良
い
組
織
を
作

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

高
知
支
部
執
行
委
員
長

河
野

憲
司

ササ
ンン
ポポ
ーー
トト

ビビ
アア
ガガ
ーー
デデ
ンンをを

開開
催催
！！

運
輸
部
分
会
は
、
７
月
10

日
～
12
日
の
３
日
間
に
わ
た

り
高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
に
お
い

て
、
「
サ
ン
ポ
ー
ト
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

長
い
間
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
が
で
き
て
お
ら
ず
、

人
と
の
繋
が
り
や
交
流
機
会

が
減
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
し
た
が
、
中
堅
・
若

手
中
心
に
40
名
の
組
合
員
に

参
加
い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
「
増
量
」
に
な

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
集
ま
り
が
組
合
員
同

士
の
関
係
づ
く
り
の
き
っ
か

け
と
な
り
、
離
職
防
止
に
繋

が
る
一
歩
と
な
る
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。運

輸
部
分
会
長平

山

達
哉

夏夏
のの
伊伊
予予
市市
でで

キキ
ャャ
ンン
ププ
レレ
クク
をを
開開
催催
！！

私
た
ち
愛
媛
電
気
分
会
は
、

７
月
19
日
か
ら
20
日
の
１
泊

２
日
で
夏
季
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
、
伊
予
市
双
海
町
『
潮

風
ふ
れ
あ
い
の
館
』
に
て
開

催
し
、
県
内
各
地
か
ら
18
名

の
組
合
員
と
そ
の
家
族
が
参

加
し
ま
し
た
。
両
日
と
も
に

天
候
に
恵
ま
れ
、
炎
天
下
の

中
ひ
た
す
ら
肉
を
焼
く
者
、

海
で
大
は
し
ゃ
ぎ
す
る
大
人
、

し
が
ら
み
か
ら
の
解
放
を
求

め
無
を
楽
し
む
者
な
ど
種
々

様
々
に
時
間
を
過
ご
し
日
々

の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
ま
し

た
。
ま
た
、
夜
遅
く
ま
で
お

酒
を
た
し
な
み
、
普
段
の
職

場
で
は
あ
ま
り
関
わ
り
の
な

い
組
合
員
と
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

今
後
も
愛
媛
電
気
区
分
会

で
は
、
組
合
員
の
親
睦
と
団

結
強
化
を
図
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
企
画
し
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

愛
媛
電
気
分
会
長大

塚

尚

レレ
クク
・・
ササ
ーー
クク
ルル
だだ
よよ
りり

高
知
支
部

各
支
部
定
期
大
会
は
、
８
月
21
日
の
本
社
支
部
を
皮
切
り
に
順
次
開
催
さ
れ
た
。

台
風
10
号
が
接
近
す
る
な
か
８
月
30
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
高
知
支
部
に
お

い
て
は
、
安
全
な
大
会
運
営
、
ま
た
業
務
へ
の
影
響
等
を
鑑
み
、
来
賓
等
の
人
数

を
絞
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
等
を
活
用
し
た
ほ
か
、
翌
31
日
に
開

催
を
予
定
し
て
い
た
香
川
支
部
に
お
い
て
は
、
日
程
を
改
め
て
開
催
す
る
な
ど
柔

軟
に
対
応
に
あ
た
っ
た
。

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
各
支
部
委
員
長
は
、
酷
暑
に
お
い
て
も
日
々
の
安
全
安

定
輸
送
、
収
益
の
拡
大
に
取
り
組
む
各
組
合
員
の
奮
闘
に
対
し
て
労
を
ね
ぎ
ら
う

と
と
も
に
、
こ
の
一
年
間
の
組
合
員
の
参
画
に
対
し
謝
辞
を
述
べ
、
向
こ
う
一
年

に
お
け
る
「
安
全
・
安
定
輸
送
の
取
り
組
み
」
「
組
織
の
充
実
・
強
化
」
「
労
働

環
境
改
善
」
「
政
治
・
政
策
活
動
へ
の
取
り
組
み
」
な
ど
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ

た
。
そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
経
過
報
告
と
と
も
に
、
向
こ
う
一
年
間
の
活
動
方
針

等
に
つ
い
て
提
起
。
代
議
員
か
ら
方
針
等
を
補
強
す
る
発
言
が
出
さ
れ
る
と
と
も

に
、
目
下
の
課
題
で
あ
る
要
員
不
足
や
、
「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」
に

も
記
載
さ
れ
て
い
る
「
安
心
し
て
働
き
続
け
る
」
環
境
整
備
に
向
け
た
質
疑
が
な

さ
れ
た
。
支
部
執
行
部
の
丁
寧
な
答
弁
を
経
て
、
活
動
方
針
等
は
満
場
一
致
で
承

認
。
山
積
す
る
諸
課
題
に
対
し
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
明
る
い
未
来

を
目
指
す
た
め
、
各
支
部
委
員
長
に
よ
る
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

各
支
部
大
会
の
開
催
日
・
会
場
及
び
、
新
た
に
三
役
に
就
任
し
た
役
員
に
つ
い

て
は
、
記
載
の
と
お
り
。

８月21日高松センタービルにて８月24日ろうきん松山ビルにて

９月２日あわぎんホールにて

９月４日サンポート高松にて

８月30日高知城ホールにて

運
輸
部
分
会

各部会ごとに今年度の方針を議論

第34回ゴルフ大会の開催について
と き 10月23日(水) ７時20分集合
ところ 高知パシフィックゴルフクラブ

高知県南国市才谷778
TEL 088-862-0216

お申込は各支部まで！

愛
媛
電
気
区
分
会

組織強化の観点から幅広く討議

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
８
月

１
日
に
入
社
し
た
契
約
社
員

車
掌
新
規
採
用
者
の
加
入
行

動
を
実
施
。
新
た
に
10
名
の

仲
間
が
加
わ
っ
た
。

関
係
支
部
・
分
会
・
青
年

女
性
会
議
の
各
役
員
に
お
い

て
は
、
歓
迎
や
フ
ォ
ロ
ー
に

つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
。

契契
約約
社社
員員
車車
掌掌
1100
名名

加加
入入
をを
達達
成成
!!!!

ＪＲ連合賃金実態
調査を実施

みなさんのご協力を
お願いします！

①①対象者：全組合員
※出向以外の休職者・

準組合員除く
②②対象賃金
２０２4年９月分の月例賃金
※９月25日支給分の

給与明細書による
③③集約日

１１００月月２２日日（（水水））本本部部必必着着！！！！

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」

を
開
催
し
ま
す
！

・・
開
催
日
：
10
月
18
日
（
金
）
13
時
～

・
場

所
：
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス
瀬
戸
大
橋

・
対
象
者
：
入
社
５
年
以
内
の
組
合
員

（
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
２
４
年
入
社
）

※
詳
し
く
は
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
発
第
12
号
を
参
照
。

希
望
者
は
分
会
長
に
申
込
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

役役
員員
改改
選選
等等


